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—子どもの頃からの『研究者気質』が高じて研究者になったという人も多い中、行政機
関に就職後、研究の道に入った飯野さんのご経歴は異色ですね。子どもの頃はどんなこと
に興味がありましたか？

　友達と近所のお寺で遊んだり、工作したり、チョコレートに付属しているシールをたくさ
ん集めたり。どこにでもいる普通の子どもでした。中高時代はテニス部で、部活ばかりやっ
ていました。

—大学も理系だったとお伺いしました。そのまま研究を続けようとは思わなかったですか？

　大学では今とは全く異なる、いわゆるバイオ系の分野を専攻していました。大学院に進学
する人が大半でしたが、僕は早く実践的なスキルを身につけたかったので、迷わず就職を
選びました。

—就職後はどのような仕事をされていましたか？

　大学卒業後は東京都庁に就職し、しばらくは行政の仕事をしていました。転機となった
のは10年目、東京都の外郭団体である東京都環境科学研究所の廃棄物研究部門に出向
したことです。

　東京都環境科学研究所ではさまざまな業務を担当
しましたが、メインは焼却灰の有効利用についての研
究でした。行政への提言につなげることを強く意識し
て、実験だけでなく、ロジスティクス（運搬計画）、費
用対効果などについての解析もおこないました。
　焼却灰の研究は僕の博士論文のテーマにもなりま
した。出向4年目の後半から2年間大学院博士課程に
在籍して、2018年9月に博士号を取得しました。

—大学卒業後迷わず就職を選んだ飯野さんが、改めて研究の道を選んだ理由はなん
でしょう？

　研究の道を選んだというよりも、業務として研究をやってみて、自分の裁量で社会に提
言できることに魅力を感じ、のめり込むうちに気がついたら研究者になっていたというの
が本音です。
　行政では判断までに時間がかかったり、思い切った施策を打つのが難しかったりする部
分があるのは否めません。一方、研究は自分の裁量が大きく、誰とでも対等に議論できると
ころも僕の性に合っていたのだと思います。研究がどんどん楽しくなってきて、「博士号を
とって、研究者としてのスタート地点に立ちたい」と思ったのが、今につながる第一歩でした。

—国立環境研究所への就職を考えるきっかけとなった出来事はありますか？

　2019年の台風19号の際に福島県の被災現場で技術的なサポートを行ったことが、転機
になりました。国立環境研究所や環境省を中心に、災害対応経験のある各自治体などか
らのメンバー参加によるチームが編成され、業務をおこないました。僕自身が参加したの
はほんの4日間でしたが、日中は現場を飛び回って、夜は遅くまで打ち合わせというハード
な日程でした。
　僕が担当した業務はごみの量の推計で、現場での写真撮影などをおこないました。壊れ
た家具や畳など、災害後の片付けで発生する災害ごみの仮置場は、通常は行政機関が場
所を決めるのですが、自然発生的に仮置場ができている状況でした。
　そんな中で、放射性物質に汚染された土

壌や廃棄物の一部が流されると、そのたび

に県職員の方が現場に出向く様子を目の当

たりにしました。実際には影響はなかった

のですが、東日本大震災から8年も経過し

た時期でも、放射性物質に特に関心が集中

する状況にショックを受けました。

　研究者として、そうした状況を変えたい
と思いました。福島の環境問題は放射性

物質ばかりではありません。ごみ問題や脱炭素などもトータルに解決できるような仕組み
を考える必要があります。

—行政で働いた後に研究業界に入ったことで、よかったと思うことは何ですか？

　行政マンとしてのマインドがあり、現場の課題に即した研究ができるのは、これまでの
経験あってのことだと思います。シーズを生み出してからニーズを想像するのではなく、自
治体職員などと連携しながら現場の課題を把握して、現実的なアプローチを探るのが、僕
の研究スタイルです。
　2019年の台風19号のときも、行政での経験があったおかげで、現場目線を理解できた
と思います。これまで自分が積み重ねてきたことを活かせる手応えを感じ、本格的に研究
者としての道を考えるようになりました。
　家族と離れて単身赴任になりますので大きな決断でしたが、社会を変えるインパクトを
与えられる可能性がある仕事には、大きなやりがいを感じました。

—研究者以外のキャリアパスを考える人にとっても、飯野さんのご経験は参考になると
思います。未来を担う若者へのメッセージをお願いします。

　子どもの頃からの夢を叶えるのももちろん素敵なことですが、他のことに興味が移って
いくことや、別の道を選ぶことも、決してネガティブなものではありません。
　その都度その都度、自分のキャリアを見つめ直して、興味を感じるものがあれば、その方
向に思い切って足を踏み入れてみる。そういったチャレンジ精神があった方が人としての
幅が広がりますし、自分自身で納得する生き方ができると思います。
　一度きりの人生ですので、自分で決めた枠にとらわれず、思い切って枠の外に踏み出す
キャリアパスも考えてみてほしいと思います。
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飯野成憲 （国立環境研究所　福島地域協働研究拠点　廃棄物・資源循環研究室
主任研究員）
首都大学東京（現：東京都立大学）大学院都市環境科学研究科修了、2020年より国
立環境研究所福島地域協働研究拠点に着任。福島県内の廃棄物処理におけるフ
ロー解析、一般廃棄物排出量削減に向けた分析・評価、脱炭素型循環等技術システ
ムの評価等に取り組んでいる。
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福島拠点で行われている取り組みを中心に、放射能汚染の問題、廃棄物、
生物生態系への影響、環境に配慮したまちづくりなどの環境研究について、
研究員が分かりやすく解説します。
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